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1１月例会プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 と き：2015 年 11 月 7 日（土） PM 13：00 

ところ： 洞峰公園 

                                   司会 井上 恒久 

開会挨拶と点鐘            会長 片山  啓 

ワイズソング 

ワイズ信条 

  １ 自分を愛するように 隣人（りんじん）を愛そう 

 １  青少年のために YMCAに尽くそう 

 １  世界的視野をもって国際親善をはかろう 

 １ 義務を果たしてこそ権利が生ずることをさとろう 

１ 会合には出席第一社会には奉仕第一を旨としよう。 

 

今月の聖句と食前感謝 ・食事          柳瀬 久美子 

  親睦会 

   お弁当を頂きながら、歌や、ゲームを楽しみ 

   皆さんと一緒に親睦を深めましょう。 

 

ハッピーバースデー&おめでとう結婚記念日 

スマイル             ドライバー 村田 淳 

議題  

① 常総市災害支援金の報告（関東東部、部会、富士山部） 

② バザーの報告 

③ チャリティーランの報告 

④ YMCA 報告     （ 和田 賢一） 

⑤ 12 月例会の担当確認 

                                       

閉会挨拶と点鐘           会長 片山 啓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワイズ理解 
ファミリーファスト 

 

 

強調月間テーマ 

今月の聖句  
忍耐と慰めの源である神が、あなたがたに、キリスト・イエス 
に倣って互いに同じ思いを抱かせ、心を合わせ声をそろえ  

わたしたちの主イエス・キリストの神であり、父である方
をたたえさせてくださいますように。だから、神の栄光の
ためにキリストがあなたがたを受け入れてくださったよ
うに、あなたがたも互いに相手を受け入れなさい。 

ローマ 15 章 5節～7節 
     
 
 

10 月 例 会 

出席者   会員        8 名       メネット    0 名         

スタッフ    4 名         (リーダー  0 名) 

       ゲスト      0 名      出席総数数    12 名 

 在籍者会員数         15 名        会員出席率  55 % 

        

 

              

 

2014-15 年度 会計報告      会計：井上恒久    
  

9 月末繰越金                95,996 
 
10 月収入                 8,000  

   10 月例会スマイル   2,000  
   食事代      6,000  
   バザー収入                26,702 
 
    10 月支出 

バザー経費 （米、材料費）          8,468 
   チャリティーラン参加費          36,500 
   リーダー研修費補助            20,000 
 
 11 月へ繰越金                 73,730 
 
前期分に対する未払金及びブルーベリーの清算分を含まず 
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茨城ワイズメンズクラブ 

2015 年度~2016 年度 

11 月報 Vor.87 

 笑顔という魔法」 
茨城 YMCAボランティアリーダー  めいちゃん 

「多くの人々を救い、多くの人々に勇気を与える人になって

ください」この言葉は高校時代の恩師から卒業のときに頂い

たものです。私の人生の目標であり、夢でもあります。 

私は今まで３年間、茨城 YMCAのリーダーとして活動する

中で、たくさんの子どもたちの笑顔に出会いました。子ども

たちは活動を通して、自分の力で、時にはお友達やリーダー

の力を借りながら、新しいことにチャレンジしていきます。

「できた！」「やった！」という自信。「楽しい！」「悔しい！」

といった心動かされる「感動」の一瞬一瞬。そこから溢れる

笑顔はとても力強いものです。私自身、子どもたちの笑顔に

何度元気をもらったことか。リーダーは、子どもたちが壁に

ぶち当たったとき、そっと道しるべを照らす、そんな存在だ

と私は考えます。子どもの目線になって考え、子どものペー

スでともに歩み、寄り添う。子どもたち一人一人はキラキラ

輝く可能性を秘めた原石です。キラキラした笑顔の力を信じ

て。私は子どもたちが自らの夢に向かって歩んでいく、その

「勇気」を、これからも支えられたらと思います。 

最後にキャンプソングスマイル歌詞から「涙をふいて 空を

見上げて 君のほほえみが 世界を変える スマイル」 

                

                 

                 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    国際会長主題      ：信念のあるミッション 

    アジア地域会長主題：愛をもって奉仕しよう 

    東日本区理事主題  ：原点に立って、未来へステップ 

    関東東部部長主題  ：チェンジ 

    茨城ワイズ会長主題：「ワイズメンとしての自覚と責任を持って」 

今年の夏の野尻湖 

キャンプ 

左右どちらからも 

5番目です。 

ワイズメンズから常総市災害への義援金の報告 

関東東部の部会中での募金  58,394円 

関東東部より        50,000円 

富士山部より        20,000円 

多額の支援金に感謝します。常総市被災地にお届け致します。 
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【 茨城ワイズ 10 月例会報告 】 
 

○宮田さんのお話から。 

「常総市水害復旧について」 

 ・水海道は、江戸時代から江戸に鬼怒川を掘割してし、2年

前にも小貝川の堤防が切れたこともあった。部落同士の

争いもあった。 

 ・今回は、鬼怒川の堤防が 2箇所切れたことと、別の支流で

逆流したことで、水害を大きくした。 

 ・小貝川の堤防側に水が届き被害を大きくし、ゴミの山が増

えて大変な状態。 

 ・米は全滅の農家も多い、農機具も壊れて使えない方も多い。  

 ・教会は、園舎の立替中で仮設中の園舎も水没してしまった。

園バス 3台、牧師の公用車も使用できなく、園児 170名

の内 50家族、教師で 10家族が被害。 

 ・床やタンスが開かない。無理に開けると水が出る。1階が

使えない家が多い。 

 ・孤立する方が増えるが、被害の差が大きく違うこともメン

タルのケアが難しい。 

 ・水海道教会と二葉子ども園の支援を行うべく、園の補佐を

茨城 YMCAから出したい。 

○協議事項 

1．水害支援対応 

・チャリティーランへの招待、ワイズへの招待 

  ・今後、長期的なサポートを検討 

２ ．チャリティーランの参加者、奉仕者の確認  

10/31 8時集合か確認後発送  

  ・ワイズチームの確認 （土谷、井出、中村、片山）                       

３．バザーについて         （YMCA担当：大賀） 

10/24（土）学園教会との合同バザー（ワイズ担当：中村） 

おもち販売 餡子、黄な粉、醤油 

10/23（金）14時、買い物、もち米準備 

  10/24（土）9 時集合、11 時、販売、事務所にて作り外で

売る。 

４．10周年 3月中旬で 3/26（土）牛久シャトー  

  ・ゲストの候補は皆さんの宿題で候補提出して頂く。 

  ・牛久シャトー会議室は、定員 20人で無理、 

・レストラン・キヤノン(ワイン蔵改装した処) は貸し可 

送迎のバス有。       

５．関東東部部会  

   宮田、柳瀬、片山の 3名で申し込み 

６．YMCA報告 

  ・10/5：150回早天祈祷会 7時より 参加募集中 

   

茨城 YMCA  和田 賢一 
 

第２回茨城 YMCAインターナショナル・チャリティーラン 

 

第 1回の昨年度に比べ参加チームも増え、チャリティーランの

認知も高まった大会となりました。参加チーム 31、ランナー

124 名、運営スタッフボランティア約 40 名、応援の方など約

150名総勢 300名程の方が当日大会を盛り上げていただきまし

た。茨城ワイズメンズクラブからも 1チームとたんぽぽクラブ

2 チーム・常総市のご家族への参加費をご負担いただき感謝申

し上げます。 

競技スタート時は小雨もあり肌寒い気温ではありましたが、

全てのプログラムを予定通り行なうことができました。最高齢

は 78 歳、最年少は 3 歳と幅広い方々が日頃の健康に感謝をし

て走りました。賑やかな歓声とともに、仮装チームには大きな

笑いが響きました。競技終了後には、カレーを振る舞い、身体

を暖め参加者皆さんも楽しいランチタイムとなりました。午後

には表彰式・ラッフル抽選会を行いました。多くの協力団体様

のお力で 55個の景品が集まり大盛り上がりとなりました。 

 

来年また走りたい、今度は子ども達チームだけでなく、 

大人チームも出たいなどのお声も頂き、無事に開催出来 

ましたことはご支援ご協力をくださいました多くの皆様 

のお蔭と感謝しております。 

 

（10 月の報告）  茨城 YMCA  和田 賢一  

３日 障がい児者自立支援活動たんぽぽクラブ 久米 

４日 中高生活動 ユースクラブ 久米 

５日 第 150 回県南地域早天祈祷会 宮田・大賀 

７日～９日 全国 YMCA 研修会 

10 日 幼保園運動会 大賀 

10 日 取手幼稚園運動会 体育講師派遣 田島 

12 日 中高生活動 ユースクラブ 久米 

13 日 主任会 

15 日 職員礼拝・職員会 

17 日 常総市支援プログラム「のびのび」 

18 日 守谷市大野地区市域福祉まつり講師派遣 久米 

24 日 筑波学園教会・ＹＭＣA合同バザー 大賀 

24 日 牛久教会バザー ＹＭＣA出店 大澤・久米 

25 日 小学生定例野外活動つくんこクラブ池長・田島 

30 日 幼保園ハロウィン 大賀 

31 日 第２回インターナショナル・チャリティーラン 

〈11 月の予定〉 

２日 県南地域早天祈祷会 宮田・大賀 

２日 主任会 

３日 高学年野外活動 トムソーヤ 池長 

３日 牛久まつり 宮田・大澤・久米 

４日～６日 全国 YMCA 総主事会議 宮田 

５日 幼保園お芋掘り 大賀 

７日 チャリティーラン実行委員会 

14 日 小学生定例野外活動わいっこクラブ 田島 

15 日 中高生活動 ユースクラブ 久米 

18 日 主任会 

19 日 職員礼拝・職員会 

20 日 幼保園収穫感謝礼拝・カレーパーティ 大賀 

21 日～22 日障がい児自立支援活動たんぽぽクラブ会久米 

28日 冬スキーキャンプ顔合わせ会 池長・久米 

28日 小学生クリスマス祝会 田島 

29日 ４・５歳児定例野外活動わんぱくクラブ 斎藤 

30日～12月 2日 北関東 YMCAスキーディレクター 

トレーニング 池ン長・久米 

28日 小学生クリスマス祝会 田島 

29日 ４・５歳児定例野外活動わんぱくクラ 斎藤 

30日～12月 2日 北関東 YMCAスキーディレクター 

トレーニング 池長・久米 

 

 

 

 
  

 
 
 

 

 

       

         【 編集後記 】 
 

  

ワイズチャリティーランチーム チャリティーラン全員集合 

10 月のバザー、チャリティーランを多くの参加者と共に

楽しみ、11 月の例会も紅葉の洞峰公園で行う事、感謝で

す。常総市災害支援にワイズメンズクラブから多額の支

援金を頂き厚く御礼申し上げます。      柳瀬記 


